
■間質性肺疾患とは
肺の中にある肺胞の壁に炎症が起き、壁が固くなっていく病気の
総称です。一般的な肺炎とは異なり、体内に酸素を取り込むこと
が難しくなり、息苦しさや乾いた咳などの症状が現れます。
間質性肺疾患には、
　①膠原病や環境による二次性のもの
　②原因がわからず難病に指定されている特発性間質性肺炎
があります。
診断後の平均生存期間は3〜5年とされており、高齢者の場合は
他の病気の影響や治療の制限により、生存期間が短くなることが
あります。
早期発見と適切な治療により、病気の進行を遅らせることが可能
であり、近年では新しい治療薬も開発されています。
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間質性肺疾患について

当社では病気・ガンのリスクに備えた最新の保険商品を取り扱っています

ちょこっと雑学

カナンライフサポートカナンライフサポート
今回は三大疾病(がん・脳疾患・心疾患)以外の病気を紹介します。

発症原因

　粉じんや化学物質を長期間
吸込むことが、間質性肺疾患
の原因の一つで、アスベスト
や鳥の羽毛・カビ等
が原因となることも
あります。

①職業や環境による原因
　抗がん剤や抗生物質・漢方
薬等の一部が、副作用として
間質性肺疾患を
引き起こすことが
あります。

②薬による原因

　関節リウマチや
膠原病が間質
性肺疾患の原
因として挙げら
れます。

③他病気の関連原因

突然発症する
⇩

特発性間質性肺炎

④原因不明


